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列
に
参
加
す
る
家
柄
な
ど
も
、
か
つ
て
は

相
当
や
か
ま
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

諸
沢
地
区
は
五
区
に
分
か
れ
て
お
り
、

氏
子
総
代
は
各
区
よ
り
一
名
選
出
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
地
区
の
祭
礼
を
取
り
仕
切
る

の
は
、
小
祭
礼
ご
と
に
選
ば
れ
る
、
各
区

大
世
話
人
一
名
相
世
話
人
二
名
、
合
わ
せ

て
十
五
名
の
世
話
人
さ
ん
達
で
す
。
そ
し

て
、
こ
の
世
話
人
さ
ん
の
取
り
ま
と
め
役

と
し
て
、 
山  
後  
見  
人 
（
事
実
上
の
実
行
委

や
ま 
こ
う 
け
ん 
に
ん

員
長
）
と 
宿  
後  
見  
人 
（
事
務
局
長
と
い
っ

や
ど 
こ
う 
け
ん 
に
ん

た
と
こ
ろ
）が
地
区
全
体
か
ら
選
出
さ
れ
、

諸
沢
地
区
の
小
祭
礼
実
行
組
織
の
立
ち
上

が
り
と
な
り
ま
す
。

　
 
西  
四  
ケ  
村 
と
よ
ば
れ
る
氏
子
地
区
で

に
し 

し 

か 

そ
ん

は
、
そ
れ
ぞ
れ
花
纏
を
作
り
、
最
終
日
の

神
社
境
内
に
行
列
を
組
ん
で
繰
込
む
の
が

慣
わ
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
諸
沢
で
も
三

月
に
入
る
と
花
纏
作
り
が
始
ま
り
、
繰
込

の
行
列
で
奏
す
る
お
囃
子
の
稽
古
に
も
熱

が
入
り
ま
す
。

　

諸
沢
の
行
列
は
二
十
二
日
の
繰
込
に
備

え
て
前
日
に
笠
揃
え
を
行
い
、
事
務
所
か

ら
鏡
泉
院
を
経
て
十
二
所
神
社
ま
で
練

り
、
祭
礼
終
了
後
の
二
十
三
日
も
、
笠
ぬ

き
と
し
て
行
列
で
十
二
所
神
社
に
向
か
い

ま
す
。

　

小
祭
礼
を
支
え
て
い
る
地
区
は
、
い
ず

れ
も
少
子
高
齢
化
に
悩
む
山
間
地
で
す
。

諸
沢
で
も
今
回
は
、
お
囃
子
か
ら
子
ど
も

た
ち
の
姿
が
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

伝
統
あ
る
地
域
の
祭
礼
や
行
事
を
ど
の

よ
う
に
伝
え
遺
し
て
い
く
か
、
私
た
ち
は

岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
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平
成
十
五
年
に
金

砂
神
社
の
大
祭
礼
が

あ
っ
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
丑
年
に
あ
た
る

今
年
は
西
金
砂
神
社

の
小
祭
礼
の
年
に
あ

た
っ
て
お
り
、
六
年

前
が
大
祭
礼
だ
っ
た

今
回
は
、
十
二
年
ぶ

り
の
執
行
と
な
り
ま

す
。
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今
か
ら
八
百
年
も
む
か
し
、
佐
竹
氏
が

立
て
こ
も
り
、
か
の
源
頼
朝
が
攻
め
あ
ぐ

ん
だ
歴
史
の
舞
台
、
西
金
砂
山
。
駐
車
場

か
ら
長
い
石
段
を
登
れ
ば
、
荒
々
し
い
岩

盤
の
上
に
立
つ
本
殿
周
辺
か
ら
、
美
し
い

山
並
み
と
日
光
や
那
須
の
山
々
、
条
件
が

よ
け
れ
ば
富
士
山
ま
で
望
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
美
し
い
景
色
を
楽
し
み
つ

つ
、
本
殿

背
後
に
あ

る
山
道
を

ゆ
っ
く
り

下
っ
て
ゆ

く
と
、
三

十
分
ほ
ど

で
諸
沢
三

区
に
到

着
。
三
太

の
湯
へ
も
一
時
間
半
と
い
う
お
す
す
め
の

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
す
。
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西
金
砂
神
社
の
氏
子
は
、
旧
金
砂
郷
町

の
上
宮
河
内
・
下
宮
河
内
・
赤
土
と
、
旧

山
方
町
諸
沢
の
四
地
区
で
す
。
西
金
砂
神

社
は
所
在
も
常
陸
大
宮
市
内
で
は
あ
り
ま

せ
ん
し
、
大
・
小
祭
礼
の
行
列
も
通
ら
な

い
の
で
、
私
た
ち
に
は
ち
ょ
っ
と
縁
遠
い

気
が
し
ま
す
が
、
諸
沢
地
区
は
氏
子
四
地

区
の
中
で
最
も
戸
数
が
多
く
、
ま
た
、
北

塩
子
や
上
村
田
に
は
お
金
砂
さ
ん
を
氏
神

と
し
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

　

昔
か
ら「
金
砂
の
雷
は
常
陸
一
国
の
雨
」

と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
金
砂
の

神
が
、
水
神
で
あ
る
こ
と
を
表
す
言
葉

で
、
久
慈
川
の
支
流
で
あ
る
諸
沢
川
や
浅

川
の
源
流
、
そ
し
て
山
田
川
の
支
流
の
多

く
は
西
金
砂
山
や
東
金
砂
山
を
源
と
し
て

お
り
、
信
仰
圏
が
そ
の
流
域
の
地
域
に
拡

が
っ
て
い
る
の
も
そ
の
た
め
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
 
神  
奉  
地 
の
上
流
で
諸
沢
川
が
流
れ
込
む

し
ん 
ぽ
う 
じ

常
陸
大
宮
市
内
の
久
慈
川
流
域
も
例
外
で

は
な
く
、
こ
の
水
の
恩
恵
を
こ
う
む
る
者

は
お
金
砂
さ
ん
の
御
神
徳
に
あ
ず
か
っ
て

い
る
と
解
釈
さ
れ
、
祭
礼
等
の
寄
附
に
も

応
じ
、
毎
年
十
二
月
（
か
つ
て
は
旧
暦
十

一
月
）
十
二
日
の
祭
り
金
砂
マ
チ
に
も
、

市
内
の
人
々
が
大
勢
参
拝
し
て
き
ま
し
た
。
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伝
承
に
よ
る
と
、
第
一
回
の
小
祭
礼
は

平
安
時
代
の
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
で
、

そ
の
間
一
度
も
休
む
こ
と
な
く
実
施
さ

れ
、
今
年
の
小
祭
礼
で
一
九
八
回
を
数
え

る
そ
う
で
す
。

　

大
祭
礼
が
七
十
二
年
ご
と
の
未
年
に

西
・
東
両
金
砂
神
社
で
行
わ
れ
る
の
に
対

し
、
小
祭
礼
は
六
年
ご
と
の
丑
年
と
未
年

に
西
金
砂
神
社
の
み
で
執
行
さ
れ
、
三
泊

四
日
を
か
け
て
、
御
神
霊
と
供
奉
行
列
が

常
陸
太
田
市
馬
場
八
幡
宮
ま
で
の
間
を
往

復
し
ま
す
。
ち
な
み
に
、
祭
礼
の
周
期
を

七
十
三
年
ご
と
七
年
ご
と
と
も
い
う
の

は
、
数
え
で
の
言
い
方
で
す
。

　

今
年
三
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
小
祭
礼

の
日
程
は
次
の
通
り
で
す
。

十
九
日（
木
）出
社
中
染
仮
殿
へ　

中
染
泊

二
十
日（
金
）祭
典
・
田
楽　

町
田
火
消
行

列
繰
込　

中
染
泊

二
一
日（
土
）中
染
発　

和
田
祭
場
で
火
消

繰
込
・
祭
典
・
田
楽　

太
田
馬

場
で
祭
典
・
田
楽　

中
染
泊

二
二
日（
日
）中
染
発　
 
花  
纏 
繰
込
・
神
馬

は
な 
ま
と
い

行
事
・
火
消
繰
込　

祭
典
・

田
楽　

潮
水
行
事　

入
社

　

二
十
日
は
春
分
の
日
で
す
の
で
、
三
連

休
と
い
う
方
も
多
い
は
ず
。
全
国
的
に
も

有
名
な
金
砂
田
楽
と
、
古
式
ゆ
か
し
い
祭

礼
を
拝
見
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
る
で

し
ょ
う
。
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そ
の
昔
、
西
金
砂
山
に
は 
七  
堂  
伽  
藍 
が

し
ち 
ど
う 
が 
ら
ん

建
ち
並
び
、
諸
沢
地
割
の
堂
平
に
は
千
手

観
音
を
安
置
し
た
お
堂
が
あ
っ
た
と
い
い

ま
す
。
諸
沢
地
区
の
人
々
は
、
何
百
年
と

い
う
長
い
年
月
、
金
砂
山
を
信
仰
し
祭
礼

に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
、

祭
礼
の
組
織
や
取
り
決
め
も
複
雑
で
、
行
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▲西金砂山からの眺め




